
基本目標の達成に向けた施策

第 5章

基本的な考え： 市民や事業者が積極的に 2Rと分別排出に取り組む環境を
醸成するとともに、将来に渡って、ごみ出しから収集・
処理までを適正・円滑に行うことができる体制を確保

 ❖施策 1：2Rを推進するためのしくみづくり

◆  ごみとなるものを発生させない、ものを繰り返し使用するなど、ごみを出さないた
めの取組を進めます。

① 市民のごみ減量行動（リデュース・リユース）を習慣化するための取組
の実施
②関係部局と連携した、家庭における食品ロス削減の促進
③ リユースショップの活用や古着の回収など、リユースに関する積極的
な情報や機会の提供

主な取組

 ❖施策 2：分別・リサイクルの取組推進

① 更なるリサイクル推進のため分別排出ルールの周知と「燃やせるご
み」に排出されている「紙類」と「容器包装プラスチック」の適正排
出に向けた普及啓発
② より多くの市民が参加できるよう、清掃事務所が地域に対してコー
ディネートを行うなど、集団資源回収を利用しやすい環境づくりを促進
③ ごみの減量と有用金属を循環利用するため、小型家電リサイクルの更
なる推進

主な取組

◆排出するごみを分別することにより、資源としてリサイクルする取組を進めます。
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 ❖ 施策 3：事業ごみの減量・リサイクルの取組推進

◆  事業所から出るごみは、事業者自らがごみの減量や資源化に取り組むことが原則で
す。これらの取組が進むことによって市が処理するごみ量の削減につながりますの
で、事業ごみの減量・リサイクルの取組を促進する施策を行います。

① 事業所から出るリサイクル可能なごみの民間のリサイクル処理施設へ
の誘導

② 具体的なごみ減量・リサイクルの取組方法やメリットを事業者に提案
することにより、事業者が自主的にごみ減量・リサイクルに取組むこ
とを促進

③ 宴会や会食での食べ残しを減らすための取組など、飲食店等と連携し
た食品ロス削減の推進

主な取組

 ❖ 施策 4：市民に対する支援と普及啓発

◆  全ての市民が将来に渡って安心してごみ出しできるよう、ごみステーション管理等
の市民の身近な問題に対応していきます。

◆  市民・事業者・行政がごみについて共通した理解を持ち、相互に協力して取り組む
ため、普及啓発や環境教育を行います。

① 地域と連携して行う「早朝啓発」やごみ飛散防止ネットなどの管理機
材の助成によるごみステーションの管理を支援

② さっぽろごみパト隊とクリーンさっぽろ衛生推進員との協働による地
域の環境美化の推進

③ 玄関先からのごみ収集や大型ごみを家屋内から運び出して収集する
「さわやか収集」による要介護者等に対するごみ排出への支援の実施

主な取組
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 ❖ 施策 5：持続可能な収集・処理体制の確立

◆  できる限りエネルギーを使わずに収集・処理を行うとともに、利活用可能な資源や
エネルギーを回収する取組を進めます。

①焼却灰のセメント原料への利用拡大の検討
② 民間事業者が行う小型家電の回収・リサイクルのように、民間が行う
リサイクルルート等の更なる活用に向けた調査研究
③ より環境負荷低減に配慮したクリーンディーゼル車の導入など、次世
代自動車化の推進

主な取組

 ❖ 施策 6：清掃事業の最適化と安全・安心な体制の構築

◆  基本目標の達成に向けた取組を進めていく上で、新たな費用の発生や増加も考えら
れることから、抑えるところは抑え、必要な取組には費用をかけるなどの費用の最
適化を考慮します。

◆  頻発する災害などの不測の事態にも対応できるよう、安全・安心かつ継続的にごみ
を処理することができる体制を構築します。

① 収集サービス水準の維持や災害時における収集体制の確保など、安定
的かつ確実な収集業務を行うに当たっての課題を踏まえ、収集業務を
効率化
② 大規模地震や水害による災害廃棄物の適正かつ迅速な処理に備え、災
害廃棄物処理計画を策定

主な取組
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みんなで減らそう！食品ロス
生ごみの約 20％が食品ロス
　食品ロスとは、食べ残しや手つかずのまま捨てられる食品の
ことです。
　札幌市の家庭から出る生ごみは年間約 9万 6千トンで、その
うち食品ロスは約 2万トンにもなり、生ごみの約 20％を占め
ています。4人家族に換算すると年間約 40kg、約 2万 3千円
分もの食品を無駄にしていることになります。

食品以外 3％未開封品 6％

食べ残し
14％

調理くず
77％

約 20％が
食品ロス

札幌市の生ごみ組成割合
［2016 年度（平成 28 年度）］

日曜日は冷蔵庫をお片づけ
　皆さんのご家庭の冷蔵庫の中にも、使いかけのまま忘れられ
てしまった食材や、賞味期限・消費期限が切れてしまったもの
はありませんか。
　冷蔵庫から“もったいない”を減らすために、週に 1度は冷
蔵庫の中を確認し、おいしいときに忘れずに食べきりましょう。

冷蔵庫のお片づけテク
　「使い忘れ」「食べ忘れ」をなくすための冷蔵庫お片づけテクをご紹介します。
①仲間をまとめる
　バター＆ジャムの朝食セットなど同じ用途のものや、賞味期
限・消費期限の近いものをひとまとめに。
②透明容器に保存
　中身と残量がひと目でわかる透明の保存容器を活用しましょう。
③指定席を作る
　調味料はドアポケット、肉類はチルド室の右など定位置を決
めておけば、食品の迷子を防げます。

2018 年（平成 30 年）3月発行

札幌市環境局
〒 060-8611　札幌市中央区北 1条西 2丁目
電　　話：011-211-2912 ／ FAX：011-218-5108
ホームページ：http://www.city.sapporo.jp/seiso/
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札幌市一般廃棄物処理基本計画

新スリムシティ
さっぽろ計画

SAPP）ROいちばん！  減らそう 100g～ごみのいちばん少ないまちへ　みんなで 3R～ SUPER MARKET

札幌市は持続可能な開発目標（SDGs）を推進しています。

概要版
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札幌市は持続可能な開発目標
（SDGs）を推進しています。


